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「同志社社会学研究」編集規定

1．本研究誌は同志社社会学研究学会の機関誌として社会学の研鑽に寄与し、また会員相互の研究交流

に資することを目的とする。

2．掲載内容は以下のものとする（枚数：400字）

研究論文（40～60枚）

研究ノート（20～30枚）

学会・研究動向（10～20枚）

書評・紹介（10～15枚）

研究室だよりなど

3．編集委員は本学社会学専攻教員、同院生及び同卒業生の代表により構成される。

4．投稿者は本学社会学専攻教員、同院生、同修了・卒業生とする。

5．原稿は未発表のものに限る。掲載の可否は、専門のレフリー（本学教員＋外部の専門家各 1名）の

審査の結果を受け、最終的に編集委員が行う。

6．原稿の締め切りは 12月末、発行は翌年 3月とする。

7．執筆要項

横書き、口語常体、完成原稿で提出。註や参照文献の書式は日本社会学会機関誌「社会学評論」に

準じ、論文の最後に別々にまとめる。詳しい執筆要領は別に定める。

8．提出原稿の形式

題目は日本語と英文タイトルをつけ、フロッピー 1枚とハードコピー（40字×40行）を 3部提出。

（フロッピーは 1.4 MB を使用し、MS−DOS 及び MAC のテキストデータとする。）

＊その他の事項については、社会学の研究誌としての性格に鑑み、編集委員会が対応する。



�編集後記�

『同志社社会学研究』第 10号をお届けします。

本号には 2004年 9月に本学で博士号を取得され、現在、同志社大学 COE

特別研究員としてご活躍の河口充勇先生の研究論文と 2001年 3月に本学で修

士号を取得され、現在米国のアーモスト大学大学院で学んでおられる清水睦子

さんの研究論文を掲載しています。また掲載論文・研究ノート中 3本が社会調

査実習での調査をもとに書かれています。毎回、社会調査実習は担当者が多く

の時間をかけ、本格的な調査を目指しており、今回の論文はその研究成果とな

ります。

本号は藤本昌代の論文（2002年度社会調査実習滷（担当 藤本昌代））、河

口充勇先生の論文（2001・2002年度社会調査実習漓（担当 森川眞規雄先

生））、清水睦子さんの論文、伏見ゆずさんの論文、古澤慎介さんの研究ノート

（2005年度社会調査実習漓（担当 小林久高先生））の 5本で構成されていま

す。

掲載内容に対する皆様のご意見やご批判は、本誌の向上に必要不可欠なもの

です。お読みいただき、是非、ご批判・ご意見・ご感想をお寄せ下さいますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 （藤本）

�編集委員�

森川眞規雄

藤本 昌代

飯田 剛史

田中 志敬

雨森 聡

西丸 良一

同志社社会学研究 第 10号

2006年 3月 31日発行

発行人 同志社社会学研究学会

〒602−8580 京都市上京区今出川通烏丸東入
TEL. 075−251−3441
FAX. 075−251−3066

印 刷 協和印刷株式会社


